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日本発生生物学会の 諸組織は以下のとおりです 

会 長     〒 194  町田市南大谷 11 

三菱化成生命科学研究所 発生生物学研究室 

加藤淑 裕 ( 電話 0427-26-1211 内線 244) 
DGD 編集主幹     〒 812  福岡市東区箱 崎 6-10-1 

九州大学理学部生物学教室 

山名清隆 ( 電話 092-641-1101  内線 4408 または 4410) 

D  G  D  編集幹事     〒 730  広島市中区東千田町 1-1-89 

広島大学総合科学部 

天野 実 ( 電話 0822-41-1221  内線 357) 事 局 : 〒 1h8 東京都世田谷区深沢 2-1-1 
東京都立大学理学部生物学教室 

( 電話 03-717-0111  内線 364. 365) 
ャ 。 ギサ 。 @ @ 。 

( 幹事長 )  柳沢 富雄 
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凡退会，会費納入，および 出版物 (DG し ，サーキュラ 一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 



1.  第 30 回運営委員会報告 

第 30 回運営委員会は ，昭和 59 年 1 月 11 日 C1 :30 一 4:20) 東京都立大学 学館で行なわれた。 

出席者 : 加藤淑 裕 ( 会長 ), 江口吾郎，岡田節人，岡田 益吉 ，酒井 彦一 ， 杉山 勉 ，鈴木義昭， 

竹市 雅俊， 竹内郁夫，平本幸男，見 元紀，水野丈夫， 山名清隆 CDGD 編集主幹 ), 

米田満 樹 ( 以上運営委員 ), 椙山 正雄 ( 学術会議 ), 天野 實 (DGD 編集幹事 ), 柳沢 

富雄，上村伊佐 緒 ，矢崎育子 ( 以上事務局 ) 

議事，報告は 下記の通り。 

1. 昭和 R8 年度活動報告が 承認された。 58 年 11 月末日の会員数は ，通常会員 674 名，賛助会員 

  
13 件であ る 0 

2. 昭和 R8 年度決算および 59 年度暫定予算が 別表の通り承認された。 成 度科学器機研究所から 

の寄付 (58 年 50 万円， 59 年 50 万円 ) は特別会計とした。 

3. 昭和 59 年度事業計画 

i) 山田科学財団推せん 候補者 3 月中旬決定 

Ⅱ ) 第 17 回日本発生生物学会大会は 5 月 12 日～ 14 日，熊本大学で 開かれる。 

なお，大会当日グループで 会合の希望のあ る場合は大会本部において 部屋を準備する 用意 

があ ることが大会委員長ょ り 書面で伝えられた。 

  

Ⅲ ) 次期 ( 昭和 会長，運営委員選挙 (59 年 8 月～ 10 月 ) 

Ⅳ ) DGD 発行計画について 山名主幹より 説明された。 編集委員会ょり 提案された 

無料ぺージ数の 引き上げについては 討論の末，財政上の 裏 付を考慮し，再度編集委員会で 

検討することとなった 0 

4. 成茂 寄付 ( 毎年 50 万円 ) の使途について 

国際交流のために 使 5 こととなり具体的なとり 決めは，加藤会長，平本運営委員，柳沢 幹 

亭長の 3 氏にまかされた。 

内容としては ，大会特別招待講演，国際学会への 参加費用の援助等が 話題となった。 

5. DGD 編集主幹，編集幹事は 引きつづき山名清隆 ( 主幹 ), 天野 實 ( 幹事 ) の両氏にお 

引受け願うことになった 0 

編集委員 12 人のうち 3 人は，会則に よ る選挙の結果，以下の 3 氏に決定した。 

岡田節人，杉山 勉 ，鈴木義昭 

6. 昭和 58 年度の会計監査は 鈴木明郎 ( 無人 ), 溝口 元 ( 立 正大 ) の両氏に委嘱することに 

なった 0 

7.  その他 

i) DGD の寄贈，及び 雑誌交換は原則として 一切付なれないことが 確認された。 

従来行われてきた 寄贈，交換もこの 方針にしたがって 見直すことになった。 

Ⅱ ) 会費滞納者の 取扱い 
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滞納が 3 年に及んだ 時 ，その旨を通知後退会させることに 決定した。 

1 年滞納した場合， DGD の発送を停止することは 従来通り。 

面 ) 学術会議報告 

従来通りの万法による 会員選挙が中止になったことに 伴い， 現 会員の任期が 1 年半延長さ 

れた。 この間に新しい 選出方法について 検討がなされるが ，学会推せん 制が主となるもよ う 

であ ることが報告された。 

一別 表 一 

昭和 58 年度貸借対照表 

偉 " 目 方 貸 方 

W.  目 
  金 額 

科 目 金 額 
( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 ) 

学会事務センター 預 け金 2,909,051 前 日 受 会 費 (,84) lr9941000 

現 金 52,960  仮 受 金 ( 東急観光 ) 50,400 

銀 行 預 金 287,413   計 2,044J400 
郵 便 振 替 57,069 

郵 便 貯 金 18,602 ( 正味財産の部 ) 
前 年 度 繰 越 金 321,468 

本 年 度 欠 損 金 ム 370,773 

りへ 計 ム 49,305 

墓 金 ( 特 ガリ会計 ) 1,330 ， 000 

ム口 " @ - - 口 十   3,325 円 95 4 口 計 3,325,0g5 
昭和 58 年度決算 

( 一般会計の部 ) 

収 入 

学 会 費 

D (, D 売 上 げ 

広 生 代 
賛 助 会 費 
文 部 省 助 成 金 
超 過 頁 代 

特別会計からの 借入 
ラト Ⅰ 息 

雑収入 ( 要旨実売上げ 他 ) 

金 額 

5,151,650 

3,677,000 

459,000 

220,000 

4,070,000 

1,296,000 

49,305 

10,001 

"  55,573 

支 出 

D  G D 印刷製本 質 
編 集 局 経 費 

事 務 局 経 費 
運 営 委 員会経費 
大会講演要旨 集 印刷費 

大 会 援 助 費 
サーキュラ一印刷費 
学会事務センタ 一発送 費 

  諸経費 

ガ 事務委託費 

  出納事務費 
々 DGD 保管 料 

郵 便 振 替手数料 
銀 行 振 込手数料 

金 額 

9,120,000 

2,960,000 

186,573 

346,066 

504,000 

250,000 

300,000 

720,060 

55,990 

809,348 

30,000 

23,400 

1,160 

3,400 
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    り   15,309,997   

  前年度繰越金 台 討 15,309,997 321,468 沢 会 年 度 繰 越 計 会 15,309,997 0   

( 特別会計の部 ) 

収 入 支 出 

寄 付 605,000  一般会計へ貸出し 49,305 

才 ⅡⅡ 計 605,000       計 -- 49,305 

前 年 度繰越金 725,000  次 年 度繰越金 1,280J695 

合 計 1.330,000 合 計 1,330,000 

  

  

  

  

  

昭和 59 年度暫定予算 

て 一般会計の部 ) 
( 昭ホ ロ 59 年Ⅰ ナヨ 1I 日 J 

  入 
  支 出 

学 会 費 5,000,000 D G D 印刷製本質 8,500 ， 000 

D R n 売 上 げ 3,680,000  編 集 局 経 費 2,960,000 

広 a-.   代 350,000  事 務 局 経 費 200,000 

賛 助 会 費 200,000  運 営 委 員会経費 350,000 

文 部 省 助 成 金 4,070,000  大会講演要旨 集 印刷費 600,000 

超 過 頁 代 1,500,000  大 会 援 助 費 250,000 

特別会計からの 借入 399,000  サーキュラ @  印刷費 300,000 

禾 Ⅱ 息 10,000  学会事務 セ ソタ一発送 費 7501000 

雑収入 ( 要旨 集 売上げ 他 ) 25,000   諸経費 60,000 

ガ ヨぎ丞筋 委託費 820,000 

  出納事務費 30,000 

//  nGn 保管 料 25,000 

送 金 手 数 料 4,000 

予   費 100,000 

選 挙 費 用 50,000 

名 簿 作 成 費 用 135,000 

り " @ - - p 十 15,234,000       計 - 15,234,000   
前 年 度繰越金 0  次 年 度繰越金   

合 計 15,234,000  合 計 15,234,000 

( 特別会計の部 ) 

収 入   支 出 

寄 付 500,000  一般会計へ貸出し 399,000 

U 計 @@ 500,000@ /J¥ 計 399,000 

前 年 度繰越金   1,381,695 

合 計 1,780,695  合 計 1,780,695 
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2.  金谷晴夫氏逝去 

日本発生生物学会の 運営委員及び DGD の編集委員として ，長い間 ご 活躍いただいておりまし 

た，金谷晴夫氏 ( 基生研 ) が去る 2 月 13 日に亡くなられました。 

慎 しんで哀悼の 意を表します。 

なお，金谷氏の 死去に よ る運営委員の 欠員は今夏行われる 委員選挙まで 補充しない予定です。 

3.  金谷晴夫さんを 偲、 んで 

平 本 幸 男 

  

去る 2 月 13 日金谷晴夫さんが 膵臓癌で亡くなられた。 誕生日を 10 日過ぎたばかりの 54 歳という 

若さであ った。 金谷さんは甲南高校，東大動物学科，同大学院をへて ，昭和 32 年東大三崎臨海実 

験所に助手として 就任された。 その後東大海洋研究所の 助教授，教授をへて ，昭和 52 年基礎生物 

学 研究所 ( 基生研 ) の最初の教授として 就任し，発生生物学系生殖部門を 担当されることになっ 

た。 昨年 4 月，桑原所長の 後任として 2 代目の基 生 研の所長となり ，新たな決意をもって 研究所 

の運営と発生生物学の 研究にあ たってゆこうとしたところ ， 7 月に病を得て 終に不帰の人となっ 

ナ， ヒ O 

金谷さんには 初期にプラナリア 再生に関する 研究があ るが， 1962 年以来行われたヒトデを 使 っ 

ての即成熟機構に 関する研究が 発生生物学上の 大きな成果として 世界的に認められている。 この 

研究は金谷さんが 三崎在職当時， Chaet らが行ったヒトデの 神経抽出物が 放 卵 誘起作用をもって 

いるとい 5 報告に興味を 持ったことから 始まるが，金谷さんはその 適確な判断力とたいへんな 努 

力によって，発生における 最初のプロセスであ る即成熟の機構を 次々と明らかにしていった。 金谷 

さんの研究によれば ，放射神経の 支持細胞中に 含まれる 頼粒 内に存在する 生殖巣刺激物質 CGSS) 

が 卵巣中の櫨 胞 細胞に作用して 即成熟誘起物質 (MI S) を生成分泌させる。 MI S は卵母細胞 

に作用して細胞内に 那成熟促進因子 (MPF) を生成させ，さらにこれが 卵核胞の崩壊に 始まる 

卯の成熟および 受精能の獲得をおこさせる。 また MPF に よ る 卵 表面の構造変化の 結果，濾胞 細 

胞の突起が 卵 表面から忙なれて 濾胞 層 が崩壊し ， 卵は卵巣壁の 収縮によって 生殖孔から放出され 

る。 金谷さんは 7,000 匹余りの ヒドデ から取った放射神経を 東大の田村姉郎教授の 研究室の協力 

によってしらべた 結果， GS S は 22 の ア，ノ酸残基 よりなる分子量約 2,100 の単一ペプチドであ る 

ことを明らかにした。 無脊椎動物で 発見された最初のぺプチ ド ホルモンであ る。 また彼は東北大 

の中西 杏繭 教授の研究室の 協力によって MI S が 1- メチルアデニンであ ることを明らかにした。 

さらに彼は協同研究者とともに 細胞内注射法によって ， 1- メチルア デニソ が卵母細胞の 外から 細 

胞 表面に作用して 内部に即成熟促進因子 CMPF) を産生させることを 明らかにした。 MPF は 

卵母細胞内で 増幅して一定値に 達すると成熟分裂の 開始および 卵 表面の変化をひきおこす。 MP 

F は脊椎動物を 含む多くの動物 卵 でその作用に 互換性があ り分子種が全く 同じであ るかどうかは 

不明であ るが，成熟分裂および 有糸分裂に共通な 細胞分裂誘起物質であ ると考えられる。 これら 
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一連の研究によって 金谷さんは ピオ 11 世金メダル，日本動物学会賞，松永 賞 ，中日文化賞などの 

賞を受 け ，また昭和 5f 年には ブ ラ ソス 共和国科学アカデ ， 一 外国人会員に 推挙され，昨年 11 月に 

は文化功労者として 顕彰された。 

金谷さんは " 人使い " のたいへんうまい 人で，これは 彼の研究の発展にも 非常に役立っていた。 

研究の目的に 伺って研究室の メ ソバ ーが ，それぞれの 持ち味を発揮して 協力していったのは 勿論 

であ るが，他の研究室の 人達，同僚や 先輩までを彼の 研究に引き入れて ，その能力技術をフルに 

生かして研究の 発展に貢献させたのも 彼の人がらと 能力によるものであ った。 例えば MI S がⅡ 

メチルア デニソ であ ることを同定した 研究では中西先生の 研究室の協力が 不可欠のものであ った 

ろ う 。 また彼は他研究室におけるすぐれた 技術を自分の 研究室の メ ソバ一に習得させてその 方面 

の ヱ クスパートにすると 同時にそれによって 研究を発展させた。 岸本健 堆 看にマイク p インジ， 

クション技術を 習得させたことによって MPF の研究を今日のレベルまで 進めることができたの 

もその例であ る。 

金谷さんが新しい 研究所の構想に 強く興味を持ち 始めたのは 15 年ほど前，大学紛争の 頃 であ っ 

たとぼ け。 当時海洋研の 助教授であ った彼が設備も 内容も欧米の 一流研究所に 匹敵する新しい 研 

究所に大きな 期待をもっていることを 何度も聞かされたことを 覚えている。 昭和 46 年の秋，私は 

あ る会合の席上で 桑原 高 寿太郎先生に 金谷さんが新しい 研究所の設立に 強い熱意と実行力をも つ 

た人物であ ることを進言した。 先生は彼についてあ まり御存知なかったが ，彼はその年の 暮には桑 

原実行委員会のメンバ 一に加えられ ，研究所設立の 準備に奔走することになった。 昭和 51 年には 

研究所設立のための 調査室ができて 金谷さんはその 教授となり，さらに 翌年基礎生物学研究所 

( 寒生 研 ) が設立されるに 及び最初の教授として 生殖部門を担当し 同時に発生生物学 糸 主幹 と 

なった。 昨年 4 月桑原先生が 所長をおやめになったのち ，所長となり ，真生研の第 2 期の発展の 

ためその手腕が 期待されていたところであ った。 昨年 7 月から体の不調を 訴えられ， 7 箇月の闘 

病のすえ亡くなられた。 金谷さんとしても 研究所の発展のための 新しい構想を 持ち，これからそ 

の 実現にむかって 着手しようというところで ，さぞかし残俳であ ったと思う 0 亡くなられる 10 日 

ほど前に病院にお 見舞いに行った 時にも意外に 元気で，研究のこと ， 研究室の人達のことのほ 

か， 基生 研の将来構想についても 熱心に話しておられた。 

金谷さんは酒を 愛し，マージャ ソ を好み，また 文学青年でもあ った。 若い頃 ，彼が投稿した 詩 

ののっている 同人雑誌をもらったことがあ る 0 最近は忙しくなってマージャ ソ の牌を手にするこ 

とは 殆 んどなくなったが ，酒の方は発病直双まで 相変らずの調子であ った。 こういった面も 発生 

生物学の研究や 研究所や文部省関係における 行政的能力とともに 彼がたいへん 魅力あ る人物とし 

て多くの人達から 敬愛されていた 原因であ ろ 5 。 研究とアド「ニストレーシ ， ソの 両方に対して 

これから新たな 発展をなしとげようとした 際に亡くなられたことは ，日本の生物学，特に 発生生 

初学にとって 大きな損失であ る。 心から冥福をお 祈りしたい。 
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4.  DGD 編集委員決定 

昭和 59 年， 60 年の DGD の編集は運営委員会で 選出された 3 名 ( 岡田節人，杉山 勉 ，鈴木義 

昭 ) の 他 ，次の 9 名の方々に決った。 

Igor Dawid, 藤沢 肇 ，古谷雅樹，平本幸男，菅野義信，片桐千秋， Thomas E.Schroeder, 

竹内郁夫，御子 柴 克彦 

5.  DGD 発送変更のお 知らせ 

すでにお手許に 届 げられた 2f 巻 l 号 よ り， DGD は，大学印刷から 直接各会員に 発送されるこ 

とになりました。 

出来上った雑誌を 出来るだ け 早く会員に配布するためです。 会費請求仙学会よりの 連絡は従来 

通り学会 セ ソタ 一 が行います。 入会申込み，所属・ 住所変更，退会の 通知等は ， 全てこれまで 通 

り学会センター へ 送って下さい。 

6.  日本学術会議第 92 回総会 ( 臨時 ) 報告 

一新栖面を迎えた 日本学術会議一一 

日本学術会議広報委員会 

日本学術会議の 第 92 回総会 ( 臨時 ) は，連合部会，部会，各種の 委員会を含め ， 1984 年 1 月 18 

日から 20 日の 3 日間開催され ，それぞれ， 162 名， 174 名， 158 名が出席した。 

  

第 1 日目の午前中は 総会と連合部会が 開かれ，総会では 塚田会長が経過報告を 行った。 報告の 

主な内容は，日本学術会議法の 改正についてであ る。 改正法案は，第 100 回国会で審議されるこ 

とになっていたが ， 1983 年 11 同 2 日になって衆議院文教委員会が 自民党単独で 開かれ， 塚田会 

長 ，池田会員 ( 第 1 部 ), 同功 隆 氏が参考人として 出席した。 会長からは， 改正法案についての 

日本学術会議での 審議の結果を 報告し ， 他の 2 人の参考人とともに 慎重審議を要望したが ，文教 

委員会では同日一部修正 ( 会員の任期を 第 12 期にかぎ 9 1 年以内延長の 原案を 1 年半以内延長と 

する。 ) の上で可決，衆議院本会議でもⅡ同 17 日に可決された。 この改正法案は 参議院に送られ ， 

11 月 24 日に文教委員会で ，また，衆議院解散直双の 11 月 28 日に参議院本会議で 附帯決議を付けて 

可決，成立した。 この過程で，会長は ，所感を発表したが ，総会においても ， 「異常な事態の 国 

会において，慎重な 審議が行われず ，日本学術会議法の 重大な改正が 行われたこと」に 遺憾の意 

を 表明した。 会長報告については ，第 13 期会員選挙中止の 経緯，新聞報道を 巡る問題点などにつ 

いて質疑討論がなされた。 

次いで，染野第 2 部長，杉本第 5 部長司会の連合部会で ， 「日本学術会議法の 改正にあ たって 

( 見解 ) 」，また 1 月 19 日で本来は任期が 終わる第 12 期の今後についての「任期延長後の 活動方針 

( 申し合わせ ) 」，「規則等策定委員会の 設置」，の各提案について ，塚田会長，渡辺副会長から 説 

明があ り，質疑が行われた。 
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「見解」の採択と 三役の再選 

第 2 日目の午前中の 総会では，「日本学術会議法の 改正にあ たって ( 見解 ) 」が会長から 提案さ 

れ，活発な質疑討論が 行われた。 

見解案は，前半において ，日本学術会議改革問題の 経過を述べ，①自主改革「要綱」の 公選制 

の原則が，政府，国会のレベルで 受け入れられなかったこと ，②政府の「改正法案」を 前提とし 

ても慎重な審議が 尽くされたとは 言い難いこと ，③多くの有権 者や学協会の 意見が十分に 聴取さ 

れるに至らなかったこと ，④第 13 期会員選挙が 中止され有権 者や立候補者の 期待が満たされなか 

ったこと，について 遺憾の意を表明するものであ った。 見解案の後半は ，新法成立という 新しい 

状況の下で，日本学術会議の 恒常的な仕事の 遂行とともに ，第 113 期 以降の日本学術会議の 新しい 

体制を作り出す 任務の遂行に 努力しなければならないこと ，新法の枠の 中に日本学術会議本来の 

精神を盛り込むことが 重要な課題であ ること，を述べ ，新しい課題の 遂行には，多くの 困難があ 

るが，あ えてこの事態を 乗り越えなければならないとしている。 政府に対しては ，日本学術会議 

との十分な協議，必要な 予算措置について 要望し，最後に ， 学 ・協会，科学者に 協力を要望する 

ものであ る。 

見解案の後半については ，「享志 と 違い，科学者に 申し訳なし」にとどめ ょ ，有権 者に対して 

謝意を表せよ ，政府・国会に 対し別に抗議声明を 用意せよ，これまでの 責任の所在を 明らかにせ 

よ，選挙中止後の 責任あ る処理の必要があ る，変節の文章となっているのではないか ，など多数 

の疑問と意見が 述べられ，岡倉会員 ( 第 2 部 ) 他 数名の会員と 第 3 部会員有志共同の 修正意見が 

文書で説明されるなどの 経過の後，会長原案の 手直しがされることとなった。 休憩の後，午後， 

会長から原案の 大筋の論旨に 基づき大幅な 字句修正の上で 新提案がなされ ，圧倒的多数で 可決さ 

れた。 

続いて，小寺開会員 ( 第 4 部 ) の退職について ，審議の上，投票により 可決承認された。 

次に，会長・ 副会長が本来の 任期満了のこの 日，けじめを 明らかにするために ，辞意を表明， 

川合第 1 部長が議長となって ，意見交換の 後，辞任を承認し ，改選の投票を 行った。 投票の結 

果 ，塚田会長，渡辺副会長，藤巻副会長が ，それぞれ再選された。 

規則等策定委員会の 設置を決定 

第 3 日目は，前日の 記録的豪雪にもかかわらず ， 10 時 10 分から総会が 開かれ，①任期延長後の 

活動方針 ( 申し合わせ ) と②規則等策定委員会の 設置という 2 つの会長提案について ，渡辺副会 

長の説明の後，質疑討論が 行われた。 ①は，任期延長期間を 過渡期とし，その 間の任務は，日本 

学術会議本来の 諸業務の遂行と ， 第 13 期以降の新しい 体制の準備であ る，とした上での 政府との 

協議，規則等策定委員会の 設置，各部，運営審議会，常置委員会，特別委員会，研究連絡委員会， 

研究連絡会，地方区などの 在り方についての 申し合わせであ り，②に 、 0 いては，規則等策定委員 

会の構成，会長。 副会長運営審議会と 同委員会との 関係などについて ，活発な討論の 後，会長か 

ら 修正の上帝提案され ，絶対多数で 可決され，日本学術会議は 第 13 期へ向かって 過渡期に入った。 
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7.  山田科学振興財団，昭和 59 年度来日，派遣，集会の 援助申請について 

山田科学振興財団に 申請出来る援助についてお 知らせ い たします。 必要書類は直接，財団 宛に 

請求して下さい。 

宛先 財団法人 山田科学振興財団 

〒 544  大阪市生野区 巽西 1 一 8 一 1 0p 一ト 製薬株式会社内 ) 

電話大阪 (06) 758 一 1231 (p 一ト 製薬株式会社畔田 ) 

援 助 名   募 集 開 始   締 切 日 

来 
( 通例 3 ケ月 以内 ) 59 年 4 月 1 日 59 年 11 月 30 日 

(60 年 4 月 -6,1 年 3 月分 )     59 年 4 月 1 日 59 年 11 同 30 日 
C6(W 年 4 月 -f61 年 3 月分 ) 

  

短 期 間 派 遣 出発 月 04 ヵ月前の 15 日が締切 目 

( 通例 3 ケ 月間以内 ) ( 例 :59 年 10 月出発の場合 59 年 6 月 15 日が締切 目 ) 

学 術 交流集会 
59 年 4 月 1 日 59 年 9 月 30 日 

(50 年 4 月～ f61 年 3 月分 ) 

研究援助についてほ ， 改めてお知らせします。 ( 募集開始 59 年 9 月 ) 

8.  会 員 異 動 R8 年 10 月～ 59 年 1 月 

く 新入会員 ノ 

木 村友 厚 阪大 ・ 医 ・整形外科 ①軟骨・音形成 

②主に 鶏胚 ・家兎 

中 沢 透 東邦大・ 理 ・ 生 ①受精前後の 発生開始メカニズム・ 形態形成過程の 

生化学的解析・ 系統発生的な 変化とメカニズム 

②ウ ニ ， ヒトデ，カブトガニ ， コオロギ，アリマキ ， 

ツメガエル 

橋戸 和夫 キ " セィ 薬品工業㈱ ①受精卵初期発生及び 着床に対する 薬物の影響 
②マウス・ ラ " ト 

橋 本 長 四郎 成城 大 ①マウス受精における 卵子と卵管のかかわり 合い 

②マウス 

く 住所変更 ノ   新 日 ｜ 

    形 清 和 基礎生物学研・ 発生 京人・ 理 

角 川 裕 造 基礎生物学研・ 形態形成 名犬・ 理 ・分子生物 

小 林 身 武 名大・ 医 。 二解 北天・ 歯 。 口腔 二解 
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佐々木   〒 509 印 2  可児両吟 渡 1260 Ⅰ 名犬・ 理 ・ 生 

佐 藤 正 典 短大・ 理 ・ 生 東北大・ 理 ・臨海 砂 崎 山 千 四天王寺 國 際 仏教大 四天王寺女子大 

只 野 柳 〒 502$ 岐阜市姉田 洞東 2 円 り 名人・ 医 ・ 二解 

古 沢 満 第一製薬㈱中央研究所・ 分子生物 大阪市大・ 理 ・ 生 

丸 山 雄 造 長野県がん検診救急 セ ソタ 一 倍大・ 医 ・附属病院中央検査部 

安 田 恵 子 奈良女大・ 理 ・ 生 近畿大・ 医 ・一輝 

く 退会会員 ノ 

入 江 神 言， 石 井 三 郎， 三分一 肇 ， 天 光 隆 志， 高 谷 博 

広 瀬 官 邸 (58. 8.10 逝去 ) 宮 本 さ ち 

アロカ㈱ ( 賛助会員 ), 柴屋 理イヒ 岡崎営業所 ( 賛助会員 ), ヤマト科学名古屋営業所 ( 賛助会員 ) 

( 賛助会員 コ 五十音順 

  

株式会社 小澤製作所豊田営業所 ( 〒 471 豊田市広大町 5 づ 7 円 ) 

合資会社 木下理化器製作所 ( 〒 460 名古屋市中区千代田㌻ 22 Ⅰ 1) 

ヴリーン洋書株式会社 ( 〒 211 川崎市幸区小倉 61 仁 L506) 

株式会社 両新名古屋営業所 ( 〒 462 名古屋市北区横膳 町 Ⅱ 6  志賀コーポ 101) 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6-18  名古屋ビル ) 

株式会社 培 風蝕 ( 〒 102 千代田区九段南 4 ぢイ 2) 

ベクトン・ティッキンソン・オ ー パーシーズ・インコーポレイテッド 

( 〒 107  港区赤坂 8-5-34  葛藤ビル ) 

三菱化成生命科学研究所 ( 〒 194 町田市南大谷 11 号 ) 

理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9-10) 

神所 薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 
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ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 汀過 まで一貫国内生産 

最終 ま戸過は 手し ま蚤 0 ， l 『 m の ノ ンブレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生侍牛から 採血 

  

生後 2 週間以内の新生俘牛から 採血 

l .5 才以上の牛から 採血 

Armour  Pharmaceutical Company  (U.S.A.) 製造 

血 (Re Ⅱ atUln ⑪Ⅰ． S.) 

生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロット テェッ ク月サンズ ル を提供致します ; 

三菱 ィヒ成 工業株式会社医薬事業部 
〒 l00 東京 き 0 千代田区 九 のめ 2-5-2( 三菱 ビ，の 大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 

呑 0 ㎡ 28 の 679l( 直通 ) ぽ 06(208)4560( 直通 ) 呑 052(562)2556( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九り ・ @.l 支 / 苫 Ⅰ 化 @ 戎宙 。 きロ 「「 
む 03(283)6l00( 直通 ) 0092(291)8891 

"'" 一 
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